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数学 平行線と合同な三角形
三角形の合同条件

三角形の合同条件
２つの三角形は、次のどれかが成り立つときに合同となる。

２つの三角形の△ABCと△A’B’C’が合同なとき、△ABC≡△A’B’C’とあわらす。

１．３組の辺がそれぞれ等しい。

AB＝A’B’
BC＝B’C’
CA＝C’A’

合同な図形
２つの図形を移動して重ね合わせることができるとき、２つの図形は合同と
いう。図形の移動には、平行移動・回転移動・対称移動がある。
合同な図形は、それぞれ対応する線や、角が等しくなる。

三角形の合同条件

ごうどう

へいこう い どう かいてん い どう たいしょうい どう

２．２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。

AB＝A’B’
BC＝B’C’
∠B＝∠B’

３．１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。
BC＝B’C’
∠B＝∠B’
∠C＝∠C’

・平行移動 ・回転移動

・対称移動

図形の移動

合同な図形は、次の性質がある。
１．対応する線分の長さは
　 それぞれ等しい。
２．対応する角の大きさは
 　それぞれ等しい。

合同な図形の性質

A

B C

A’

B’ C’

A

B C

A’

B’ C’

A

B C

A’

B’ C’

A

B C

A’

B’ C’


